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△ 7.9歳　　　　　 出

歳　　　　　　　 入

平成15年度
決算見込額
（Ａ）

平成14年度　
決　算　額
（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）率 （Ｂ）

増　　　減
区　　　分

592,396 642,496 △50,100

585,242 635,407 △50,165

△ 7.8

実 質 収 支 820 916 △ 96 △ 10.5

歳 入 歳 出 差 引 額
（形 式 収 支）

7,154 7,089 65 0.9

繰越明許費・事故繰越しの
翌年度へ繰り越すべき財源

6,334 6,173 161 2.6

額（Ａ）－（Ｂ）

△印減（単位：百万円、％）

○　一般会計の決算見込みは、形式収支で約72億円、実質収支で８億円台前半の黒字となる

見込みです。

○　基金の取崩しにより歳入の確保を図ったこともあり、実質収支は、昭和52年度以来27年

連続の黒字となりますが、これは県税収入が見積りを上回ったことに加え、経費の効率的

執行や節減に努めたことなどによるものです。
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歳入　 歳出 （9.3） 

6,935 7,097 7,026

（9.3） 

（9.2） 

（8.2） 

6,425 6,3547,031

13 （年度） 

（9.6） 
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（注1）　歳入は、借換債を除き、歳出は、借換債充当公債費を除きます。 
（注2）　平成15年度は、決算見込額です。 

6,8936,996

（9.1） 

5,821 5,748 5,924 5,852

（注）歳入は、借換債を除き、歳出は、借換債充当公債費を除きます。

Ⅲ　平成15年度の決算見込みはどうですか。 ― 一般会計決算見込み ―

決算の推移


